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＜連絡事項＞
・虐待に関する意識調査の締め切りが8/7の為、各自実施してください。実施後は赤坂SGMまで連絡してください。

＜東病棟入室状況＞
＜入院＞
　・川尻　美奈子様～東Bユニット3号室
　・早狩　千賀子様～東Dユニット19号室

　＜部屋移動＞
　・河津　繫吉様～東Cユニット6号室➝東Cユニット4号室

＜患者様連絡事項＞
・戸来　栄一様～薬剤師よりジプレキサ筋注は連続使用3日までと情報あり。
8/7（月）分は主治医確認後施行予定。

・青木　昭弘様～左目充血あり。レボフロキサシン点眼薬１本処方。清潔ケアが不十分になる時は介入して洗顔清拭促していきましょう。

・澤口　利香様～AZ点眼薬1本処方。

・袴田　将志様～不眠時マイスリー10回分処方。

・沼山　真紀子様～便秘時アローゼン1P　10回分処方。
　　　　　　　　延長コード持ち込みあり、消灯時に返す事、他者への貸し借りや紛失には注意する事を伝えて了解の上で渡している。

・立花　圭様～他患トラブルから昨日東B➝Aユニットへ移動している。持ち物管理についてカンファレンス実施。Aユニットでは最低限の物を提供、CDも1枚ずつ提供を。Bユニットに出ても、片付けや整理整頓ができないため、受け持ち看護師主体に小出しに私物提供する対応をしていく。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・戸来　栄一様～終日隔離中。一時的に大声上げるも粗暴行為や対面時の暴言無く経過。16:30男性スタッフ三名で指示のジプレキサ筋注右肩に施行する。服薬拒否あり、連日ジプレキサ筋注指示にて施行。薬剤師指導は主治医指示にて中止中、服薬のメリットを伝えながら無理がない程度に服薬を促していくことで、引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。他室侵入、迷惑行為有り時間早め開放観察終了する。隔離後は自室で静穏に過ごされている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～終日隔離中。午前スタッフ見守り少なく開放観察見送り。午後2時間の開放観察実施。開放中他患者トラブル無く時間には自室に戻られている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・中川原 佳宏様～終日隔離中。開放中は時折詰所覗く事あるも訴えなくほとんど自室内で過ごされている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・中村　てい子様～食事拒否的。「食べたくない」と話す一方で氷を提供すると「しゃ
っこ」と言い摂取することもある。本人の意思を尊重しながら栄養摂
取できる方法を検討する必要がある。本人の嗜好を観察しながら食べ
やすい食事を提供していく視点で看護介入していく。

＜措置ケース検討＞
・藤井　崇史様～他者へ対する被害念慮は無いが過去の出来事をフラッシュバックさせ頓服を使用する場面有り。頓服使用にて興奮状態持続せず落ち着く事は出来ている。今後家族様の了解頂き次第クロザリル開始、入院形態変更していく方針。

＜新入院患者様情報①＞
[bookmark: _GoBack]日　　時：令和5年8月5日　15：08
　氏　　名：川尻　美奈子様（かわじり　みなこ）様
　生年月日：昭和52年10月31日　45歳
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット3号室
　
　＜経過＞
　八戸市立市民病院入院歴あり。その後湊病院への転院して
就労支援B型コスモス・訪問看護利用しながら自宅へ退院と
なっていた。青山荘体験実習歴もあるが、他者との距離の
近さや被害的受け止め方や充分な内省振り返りができない事
から断られた経緯もある。
　R5年2月計画相談をはぴあからサポートセンター虹へ変更。
就労も内容が合わない事を理由に2年ほどで止めておりR5.4
よりアパートでの単身生活を行っている。R5.6.2　湊病院の
治療が合わずに知人からの評判をきいたことを理由に当院初診。
紹介状からは湊病院入院中被害妄想・希死念慮・不眠・不穏・
衝動性から隔離拘束になっていたり、太ることを気にして薬物
療法へ拒否的になる様子がある。
　R5.8.3　本人から頭痛嘔気が改善されない事を話し自ら
救急要請して八戸市立市民病院受診。紹介状を持参して当院の
受診を勧められたとお話あり。逆流性食道炎の疑いを指摘され
たが精神症状の悪化が指摘されていた様子であったため、薬剤
調整して帰宅してもらっていた。本日入院予定ではなかったが
来院、連日救急車を要請している状態や幻聴による苦痛訴えが
ある背景を考慮しハロペリドール5mg05A筋注して帰宅する方向
だったが入院をしたいと訴えへの変化あり、精神症状軽減目的
にて東Bユニットへ任意入院となる。

＜新入院患者様情報②＞
日　　時：令和5年8月5日　15：19
　氏　　名：早狩　千賀子様（はやかり　ちかこ）様
　生年月日：昭和35年6月18日　63歳
　病　　名：アルコール依存症、うつ病
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット19号室
　
　＜経過＞
　R5年4月13日準夜帯に夫様付き添いにて当院受診。アルコール多飲
により失禁やふらつき強く家族対応困難となり当院1回目の任意入院
となっている。入院後は本人希望にて症状消失したため12日程で
退院となっている。
　退院後も飲酒に伴う問題行動あり、夫は対応に疲弊しており入院希望
聞かれており、受診を早めて調整していた。
　R5年8月5日本人転倒により右目下創傷、出血あり。同日家族より
入院希望聞かれており主治医診察。アルコール依存症治療プログラム
を行っていく事を提示して本人、家族共に同意。東病棟Dユニットへ
任意入院となる。


